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 大平龍一は、論文「凸凹ノスゝメ－異形の世界を求めて－」作品「MIBOKU 御木」他を提出した。 
 大平は、日本が（あるいは世界が）均一化していると考える。その中で芸術はどうあるべきか、自身
はどのような作品をつくるべきかを真剣に考え、彫刻制作に正面から取り組んでいる。その情熱は巨木
に向かう。一方卓越した技術で細密な木彫も作る。また「音」を作品に取り込み、空間を変容させる。 
 「MIBOKU 御木」は樟の大木を内刳りし、内にスピーカーを入れ、柏手を打つと音が流れるようにな
っている。神社で参拝するような形式をとることによって、観客とのコミュニケーションを交わす。「福
小槌」、「大黒天」は一体となった作品で、樟の大木でできた「福小槌」を小さな「大黒天」が支えてい
る。直前に出雲で個展を開催し、出雲の風土、宗教、風景、などを感じ、自身の非均一化というテーマ
を意識した作品にしている。 
 論文では、これまでの作品から提出作品までをたどりながら、大平にとってのキーワードを組み入れ
論を進めている。やや論が荒削りなところもあるが、イメージが豊かで想像力をかきたてるものになっ
ている。今後、大いに飛躍し、スケールの大きな彫刻家となるのではと感じさせる。 
 主査、副査全員で協議し合格とした。 
 
